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研究紹介

■はじめに

　文部科学省知的クラスター創成事業「京都環境ナ

ノクラスター（第Ⅱ期）（平成22年度から地域イノ

ベーションクラスタープログラムグローバル型（第

Ⅱ期）へ変更）」の基本研究開発事業である標記産

学連携共同研究開発事業を平成20～24年度の５年

間にわたり京都市産業技術研究所と大学，ものづく

り中小企業で行いました。

　本研究は，ものづくり基盤のめっき技術として

当研究所表面加工チームが保有する研究シーズ「Fe-

Ni合金電鋳プロセス」及び「Cu-Snスペキュラム合

金めっきプロセス」を発展させることにより，従来

の表面処理プロセスで多用されているレアメタルの

一種，ニッケル（Ni）の使用量を大幅に削減したう

えで，更に従来技術よりも高機能化を図る新たな表

面処理プロセスの開発及びその実用化を目的として

いるものです。

■研究開発成果の概要

　低熱膨張インバー（Fe-Ni）合金電鋳プロセス

　電鋳プロセスでは従来のプレスやエッチング加工

法と比較して高い寸法精度で金属の微細加工が可能

となるため，メタルマスクやフェルールなどのNi

またはNi-Co合金電鋳製品が電子・通信デバイス用

部材として用いられています。しかし，従来のNiを

主成分とする電鋳製品では温度変化に対する寸法安

定性が不十分であるため，さらに高精度・高信頼性

を要求されている次世代デバイスへの対応には限界

が見えつつあります。そこで，我々は鉄含有率によっ

て任意の熱膨張係数を有する熱膨張制御合金である

Fe-Ni合金めっきの開発を行い，従来のNiに比べ熱

膨張が約10分の１以下となるFe-Ni合金の中で最も

平成20～24年度 文部科学省　知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）：成果報告

― 省資源・代替材料の創成 ―「環境調和型ナノめっきプロセスによる希少金属代替高度部材の創製」

図１　溶製Fe-Ni合金の線膨張係数（室温）

図２　高精細薄膜・低熱膨張インバー（Fe-Ni）合金電鋳
　　　メタルマスク
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低熱膨張特性を示すインバー（Fe-36mass％Ni）合

金電析を見出すことに成功しました（図１）。

　また，新たな低熱膨張インバー（Fe-36mass％

Ni）合金めっき技術とフォトリソグラフィー技術の

融合プロセスによる適用例の一つとして，有機EL

ディスプレイの大型化及び高精細化における課題の

解決に大きく貢献することが期待できる高精細薄

膜・低熱膨張メタルマスク（メッシュ）の試作にも

成功しています（図２）。

　このように，本電鋳プロセスは，上記メタルマス

クやフェルールなど次世代の電子・通信デバイスへ

の新しい超精密電鋳プロセスとして適用が期待され

ています。

Niアレルギー及び高耐食性に対応するCu-Snスペ

キュラム合金めっきプロセス

　現在，Niが金などの貴金属めっきあるいはクロ

ムめっきの下地めっきとして広く利用されています

が，Niアレルギー・発がん性等の問題からNiフリー

めっきプロセスが切望されています。そこで，我々

は新規環境調和型Cu-Snスペキュラム合金めっきプ

ロセスの高度化を図り，金めっき下地めっきとして

適用した結果，従来のNiめっきに比べ耐食性を飛

躍的に向上させることを見出しました（図３）。

　また，その適用例の一つとして，金めっき電気接

点コネクタにおける接触抵抗及びめっき処理コスト

低減に最も効果がある高価な金めっきの薄膜化を検

討した結果，本めっきプロセスを適用することで，

わずか50nmの金めっき皮膜厚さにおいても，加速

劣化試験後の接触抵抗はほとんど増大せず，めっき

直後と同等の良好な低い接触抵抗値を維持できるこ

とが判明しました。

　このように本めっきプロセスは，金めっきが多

用されるコネクタなどの電子デバイスやNiアレル

ギー対策用の新規表面処理プロセスとして適用が期

待されています。

　これら共同研究の成果は，「第12回関西表面技術

フォーラム」における優秀講演賞３件の独占受賞

をはじめとする①学会発表40件（国際学会等９件），

②試作品の展示会出展７件，③特許出願１件，④論

文２件など，対外的に広くPR活動を行いました。

　めっき技術は機械金属，電気・電子部品，自動

車，化学などの幅広い基幹産業を支える基盤技術で

あり，ますますその重要度は増していくものと確信

しています。また，これからのグローバル化社会の

中では，独自技術を持つことが生き残りの条件にな

るといわれていますので，今後，得られた本成果を

基に実用化を図る予定です。

（表面加工チーム　中村　俊博）

図４　金めっきの接触抵抗に及ぼすスペキュラム合金下
地めっきの効果（接点：純金ワイヤー電極φ0.5mm，
荷重30gf）

図３　スペキュラム合金下地めっき適用の効果
　　　（加速劣化試験：塩水噴霧72時間後）
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■整経工程

　整経とは製織準備工程のひとつで，たて糸を準備

する工程です。生産現場では主に部分整経と荒巻整

経という二通りの方法が存在していますが，西陣産

地では前者の方法が採られています。この工程は，

織物製造における全行程中で手間のかかる工程のひ

とつで，もともと小ロット生産を得意とする西陣で

すが，超小ロット生産・クイックレスポンスに対応

する際や，スピーディな商品開発を行う際のボトル

ネックになっています。

■装置概要

　前述の二つの整経方法以外に，サンプル整経とい

う方法が存在します。サンプル整経機は，このサン

プル整経を行うための装置です。当研究所で保有す

るサンプル整経機の特徴は以下のとおりです。

①１本のコーン（四ッ枠等）から数千本など必要本

数のたて糸を整経できる。

②始めのセッティングと終わりの巻取り以外の作業

は機械制御で行われる。

③時間と手間がかからない代わりに整経長を長くす

ることができない。

　①に関して，通常，部分整経では90本・120本・

180本といった数のコーンを用意しなければなりま

せんが，本機ではその必要がないため時間がかかり

ません。②に関して，人が機械に付きっきりになら

なくてよいので，手間がかかりません。③に関して，

部分整経では100mや300mといった長さの整経が可

能ですが，本機では30m前後が限界です。このこと

から，あくまで試織向けの整経ということで，サン

プル整経機と呼ばれています。

■制御部の更新

　当研究所では保有するサンプル整経機（図１参

照：有限会社スズキワーパー製「NAS-3S」）の制

御部を更新しました。従来は整経幅を調整する機構

に無段変速機が用いられており，その特性上，始め

のセッティングに多少の試行が必要でした。新しい

制御方式ではACサーボモータが用いられています

ので，一度の入力で設定通りの整経を行うことが可

能です。また，各種回転動作はインバータ制御にな

りましたので，糸の種類に応じて速度（テンション）

を調整することができます。

■結びに

　この整経機では従来から使われている絹やポリエ

ステルの糸だけでなく，紬糸のような太い糸や高強

度・高弾性率繊維など扱いが難しい糸でも，ほとん

ど整経が可能です。初めて扱う糸種でいきなり本整

経に出すのを躊躇するような場合でも，少量の糸で

整経し試織ができますので，どうぞお気軽にご利用

ください。　　　　　　（製織チーム　本田　元志）

サンプル整経機

施設紹介

図１　サンプル整経の様子
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■イオンクロマトグラフシステム　ICS-5000K

日本ダイオネクス株式会社

○システムの概要

　イオンクロマトグラフは，高速液体クロマトグラ

フの一種で，水溶液中の無機イオンの種類や量を測

定する専用装置です。

　測定成分は，分離カラム（固定相）で分離され，

サプレッサーで溶離液（移動相）のバックグラウン

ドを低減させた後，電気伝導度検出器等によりピー

クとして検出されます。カラムから出てくる保持時

間によりイオンの種類を，ピークの高さから濃度

を求めることができます。図１に一般的な装置の構

成，図２に導入した装置の外観写真を示します。

　平成24年度（財）ＪＫＡの自転車等機械工業振興事業（公設工業試験研究所等における機械等

設備拡充補助事業）により，機械金属，電子電気業界の振興を図るため，各種工業材料及び工

業製品の評価技術の高度化を目的とした次の機器が京都市産業技術研究所に設置されました。

　下記の分析例にある水溶液中の無機イオンの分析が可能ですのでご利用ください。

○システムの主な仕様と特徴 

　・オートサンプラー（冷却機能付き）

　・溶離液自動生成装置（KOH系用）

　・分離カラム：陰イオン，陽イオン，有機酸，糖

　・検出器：電気伝導度検出器，電気化学検出器，

　　　　　　ダイオードアレイ検出器

　・電気透析型連続再生式サプレッサー（陰・陽）

　・燃焼管式燃焼炉

　　（固定炉Max：1400℃，移動炉Max：1100℃）

　陰イオン分析において，KOH系の溶離液は，炭酸

系に比べて，ウォーターディップの影響が少なく，

フッ化物イオン（F-）の高感度化が望めます。また，

燃焼管式燃焼炉による前処理によりセラミックスな

どの固体試料中のハロゲン，硫黄分析も可能です。

○分析例

　工業用水の管理，高温高圧水（水熱）処理による

各種材料の抽出評価，機械部品の洗浄評価（腐食原

因となるイオン性残存成分の抽出分析：図３）

（金属系材料チーム　南　秀明）

平成24年度 （財）ＪＫＡ自転車等機械工業振興事業による設置機器

施設紹介

図１　装置の構成

図２　装置の外観写真

図３　機械部品の腐食原因となるイオン性残存成分の
　　　イオンクロマトグラム
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　京都竹工芸研究会（昭和34年設立，大塚正洋委員

長，会員数29）の昨年度の展示会は，「竹工芸公募展

in京都2013～新しい竹工芸を求めて～」として，平

成25年２月22日（金）から24日（日）まで，京都市勧

業館「みやこめっせ」京都伝統産業ふれあい館イベ

ントルームにおいて開催されました。

　平成23年度から公募展のかたちをとり，昨年度も

一般応募及び会員の新作を対象に事前審査を行い，

そこで決定した各賞（下表）を中心とした28点の「新

しい竹工芸品」と特別会員の招待作品３点の名品を

展示しました。公募二年目となる今回は，前回を超

える一般応募数があり，認知度がより高まりつつあ

る公募展となりました。

　市長賞に輝いた「雪の精Ⅰ･Ⅱ」は，竹の編組（へ

んそ）の技術を活かした，籐と西陣織との組み合わ

せによるおしゃれなペアの蓋物で，「宝物入れ」に

ということです。産業技術研究所長賞の「竹の指輪」

は，草木染による自然の色をいかした指輪で，サイ

ズも豊富に取り揃え，ディスプレイにも工夫を凝ら

したユニークな作品です。

　さらに今回は，竹を使った染織分野の道具である

「伸子（しんし）」や「竹筬（たけおさ）」，そして

会員と大学や

企業との連携

による，竹を

用いたビニー

ルハウス計画

「バンブー

グリーンハウ

ス」の紹介も行い，竹の特性・順応性や他の伝統産

業とのつながりをご覧いただくことができました

（写真上）。

　会期中は，約850人の入場者があり，みなさん熱

心に鑑賞されていました。作品への評価もさること

ながら，竹の

文化や産業論

なども交わさ

れる場として

も意義ある展

示会となりま

した。　　　　　　（デザインチーム　岡本　匡史）

竹工芸 公募展 in 京都 2013

雪の精Ⅰ･Ⅱ（市長賞）

竹の指輪（所長賞）

賞 作 品 名 受 賞 者

京都市長賞 雪の精Ⅰ･Ⅱ（蓋物）細垣礼子（会員）

京都市
産業観光局長賞

あかり「水車小屋」 豊立勝二（会員）

京都市産業技術
研究所長賞

竹の指輪 一般（山口県）

京都竹工芸
研究会委員長賞

竹ブリーフケース 細川秀章（会員）

孔雀網代玉手箱 一般（大分県）

佳賞

ショルダーバッグ 朏貴司男（会員）

華（コサージュ） 一般（大阪府）

四つ目編「四方山」
花篭

小川進（会員）
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■「漆工応用コース」

　３月６日（水）～10日（日）の５日間にわたり，京

都市勧業館「みやこめっせ」京都伝統産業ふれあい

館イベントルームにて開催，1,000名を超える方々

にご来場いただきました。昨年４月から約１年間，

研修生が文字通り精魂込めて制作した作品（二段重

箱，夫婦碗，平棗，RP製品，厚貝と薄貝の手板等）

約30点を展示しました。

　漆工応用コースは，金銀粉を主体にした高度な蒔

絵技法を学ぶ専門コースです。展示作品は平蒔絵，

研出蒔絵，高蒔絵など各種の伝統的な京蒔絵の技法

を駆使したものですが，６名の研修生各々の新鮮な

感性を活かしたデザインとなり，訪れた方々にも高

い評価をいただきました。

（有機系材料チーム　比嘉　明子）

■「陶磁器コース」・「陶磁器応用コース」

　３月８日（金）～10日（日）の３日間にわたり，陶

磁器コース並びに陶磁器応用コースの修了作品展を

京都市勧業館「みやこめっせ」２階美術工芸ギャラ

リーで開催しました。今年もロクロ実習，下絵付実

習，上絵付実習，陶塑実習，鋳込み実習などの作品

や，透光性磁器の照明具，楽茶碗などの修了作品が

並びました。各自で実験した釉薬の製品化作品など

当研究所で開発した成果を活かした作品や，さまざ

まな技法に

工夫を凝ら

して制作し

ており，実

りある作品

展となりま

した。また，

研修生の今

後の製作の

参考になるよう，期間中アンケート調査を行い，貴

重なご意見，感想をいただきました。ご来場いただ

きました方々には，改めてお礼申し上げます。

（窯業チーム　橋田　章三）

■「第２回京友禅染（手描）技術者研修

　プロ養成コース」

　３月15日（金）～17日（日）の３日間にわたり，京

都市勧業館「みやこめっせ」京都伝統産業ふれあい

館イベントルームにおいて，第２回プロ養成コース

の修了作品展を開催し，約１年のカリキュラムの中

で制作した課題作品（各工程の必須課題を盛り込ん

だ作品）や染帯，訪問着を展示しました。

　初日には，修了生の就労支援に向けた取組みとし

て，業界関係者に御参集いただき，修了生が作品の

プレゼンテーションを通じて，自己PRを行いまし

た。会期

中は天候

にも恵ま

れ，1,194

名の来場

者で盛況

を博しま

した。

（デザインチーム　浅井　亮太）

事業紹介

平成24年度 京都市伝統産業技術者研修修了作品展開催



お 知 ら せ

京都市
産業技術研究所NEWS

2013 Apr. No.11（平成25年４月30日発行）
　　　発　行：京都市産業技術研究所（京都ものづくり未来館）
　　　〒600-8815　京都市下京区中堂寺粟田町91番地
　　　TEL：075-326-6100   （代表）／FAX：075-326-6200
　　　URL　http://www.kitc.city.kyoto.lg.jp
　　　京都市印刷物　第 254149 号

◆研究会だより（１月～３月の主な取り組み）

■京都市染織試験場運営協力会
　２月13日　新春講演会・交流会
　　　　　　（京都ものづくり協会と共催）
　３月12日　見学会（京都ものづくり協会と共催）
■京都ものづくり協会
　２月13日　新春講演会・交流会
　　　　　　（京都市染織試験場運営協力会と共催）
　３月12日　見学会（京都市染織試験場運営協力会と共催）
■京都染色研究会
　１月22日　第746回，第747回合同研究例会（京染・精練染

色研究会，西陣織物研究会と合同開催）
■京都工芸研究会
　３月６日，25日　設立65周年事業勉強会
　３月26日　会報「こうげい」編集委員会
　３月29日　会報「こうげい」59号発行
■京都酒造工業研究会
　２月末　　酒造用水分析，試薬分譲（平成24年10月～）
　３月18日　「酒研会報」No.52発行
■京都合成樹脂研究会
　３月13日　技術セミナー「注目のスーパーエンプラに迫る」
■京都陶磁器研究会
　２月１日　講習会
　２月８日　「産技研釉薬」技術移転・実用化開発事業
　　　　　　第４回例会
　３月18日　企画委員会
■西陣織物研究会
　１月11日　第44回日展京都展鑑賞会
　１月22日　第３回研究例会（京都染色研究会，京染・精練

染色研究会と合同開催）
　３月８日　臨時総会，第４回研究例会
　　　　　　（京染・精練染色研究会と合同開催）
　３月19日　第５回研究例会
■京都金属工芸研究会
　２月14日　見学会・新年会
　３月４日　委員会
　３月28日　委員会
■京都竹工芸研究会
　１月24日　竹工芸 公募展in京都2013実行委員会
　２月13日　竹工芸 公募展in京都2013実行委員会・審査
　２月22日　竹工芸 公募展in京都2013（～24日）
　３月21日　編組勉強会
■鍍秀会
　１月25日　新年会
　２月15日　２月例会　第１回特別講演会
　３月15日　３月例会　第２回特別講演会
　３月22日　幹事会
■京都セラミックフォーラム
　３月１日　役員会
■京都先端技術研究会
　３月１日　技術セミナー
　３月６日，７日　技術セミナー
■京染・精練染色研究会
　１月11日　第44回日展京都展鑑賞会
　１月22日　研究例会
　　　　　　（京都染色研究会，西陣織物研究会と合同開催）
　３月８日　臨時総会，研究例会
　　　　　　（西陣織物研究会と合同開催）

◆研修・セミナー等

２月15日　知恵産業融合センター

　　　　　「リーダーシップ育成プログラム」成果発表会
２月18日　京都市伝統産業技術者研修「第27回京友禅染（手

描）専門コース」（～３月８日）
３月４日　京都市伝統産業技術者研修
　　　　　「陶磁器コース・陶磁器応用コース・釉薬実務者

コース」釉薬発表展
３月６日　京都市伝統産業技術者研修
　　　　　「漆工応用コース」修了作品展（～10日）
３月６日　京都市中小企業技術者研修
　　　　　「機器活用セミナー」（～７日）
３月８日　京都市伝統産業技術者研修「陶磁器コース・陶磁

器応用コース」修了作品展（～10日）
３月13日　京都合成樹脂研究会技術セミナー
　　　　　「注目のスーパーエンプラに迫る」
３月15日　京都市伝統産業技術者研修「第２回京友禅染
　　　　　（手描）技術者研修プロ養成コース」修了作品展

（～17日）
３月19日　京都市伝統産業技術者研修「西陣織セミナー」
３月26日　漆工技術講習会「「蒔絵の日本起源説」再考」

◆公益財団法人衣笠繊維研究所「繊維学術賞」受賞

　当研究所職員が上記の賞を受賞しました。
　・受賞者　　　南　秀明　主席研究員（金属系材料チーム）
　・研究テーマ　「靭皮繊維の水熱処理に伴う化学変質に関

する研究」
　公益財団法人衣笠繊維研究所は繊維学とその基礎科学領域
の研究，教育及び普及，繊維に関する歴史的遺産の継承及び
その多目的利用を図ることにより，広く京都府内の繊維産業
等の振興を図ることを目的に設立された財団です。その取組
の一環として，繊維に関する研究成果の表彰を行っています。

◆人事異動

（３月31日付異動）
企画情報室長 水谷　　泰（退職）
研究室長 浜中　　裕（退職）
加工技術グループ研究部長 井上　裕幸（退職）
（４月１日付異動）
企画情報室長（副所長事務取扱） 淀野　　実  　　　
研究室長 大藪　　泰（昇任）
企画情報室 担当部長（研究戦略） 北川　和男（昇任）
企画情報室 担当部長（知恵産業推進） 今井　　健（昇任）
材料技術グループ 研究部長 菊内　康正（昇任）
加工技術グループ 研究部長 早水　　督（昇任）
企画情報室 研究担当課長 白井　治彦  　　　
企画情報室 研究担当課長 杉浦　和明  　　　
企画情報室 研究担当課長 村山　大策（昇任）
製品化支援技術グループ 研究担当課長補佐 浅井　亮太（昇任）
加工技術グループ 主席研究員 小川　　賢（昇任）
企画情報室 主席研究員（材料技術グループ兼職） 島村　哲朗  　　　
企画情報室 庶務係長 尾﨑　陽一（転出）
企画情報室 庶務係長 本間建太朗（昇任）
企画情報室 担当係長 恵良　陽一（転入）
（４月22日付異動）
企画情報室 研究員 岩﨑　健太  　　　
材料技術グループ 研究員 塩見　昌平（採用）
材料技術グループ 研究員 緒方規矩也（採用）
加工技術グループ 研究員 小谷有理子（採用）
製品化支援技術グループ 研究員 岡崎　友紀（採用）
企画情報室 主任 松村　知子（転入）
企画情報室 係員 寅本　真司（転入）
企画情報室 係員 小東　茂夫（採用）
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